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要約 : 白色レグホ�ンのクラッチ最終放卵の前後に採血を実施し� 血漿コルチコステロン濃度を測定した�
血漿コルチコステロン濃度は� 放卵前より上昇し� 放卵直後に最高値を示し� その後急激に減少した� 以上
結果から� ニワトリにおいて放卵は一過性のストレッサ�となるものとみなされる�
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緒 言

鳥類において� 視床下部�下垂体�副腎軸の存在がストレ
スに反応する活性化機構と広く論評されており+�� 鳥類で
は副腎皮質から分泌されるコルチコステロンがストレス反
応の指標とされている�
ニワトリの血漿コルチコステロン濃度は� 放卵に伴って
上昇することが報告されている,, -�� しかし� 連産内におい
ては放卵後 0*分以内に排卵も起こることから.�� これまで
の報告は� 厳密には血漿コルチコステロン濃度の上昇が放
卵によって引き起こされると断定することは出来ない�
そこで� 本実験では排卵のないクラッチ内最終放卵日に
採血を実施し� 放卵と血漿コルチコステロン濃度との関係
を検討した�

材料および方法

供試ニワトリには� 白色レグホ�ン種 �,*�-*ケ月齢�
エルベ系� H & N社� /羽を用い� +.L : +*D照明条件下
�/ : **点灯開始� で採卵用単飼ケ�ジ �幅 ,* cm�奥行き
./ cm�高さ .* cm� に収容し� 給餌�給水は 2 : -*と +0 :

**に実施し� 自由摂取となるよう留意した�
採血は� 予め産卵成績を記録しそのクラッチ内最終放卵
日の予測放卵時間の 0*分前� -*分前および放卵直後� -*

分後� 0*分後にヘパリン処理した注射筒を用いて実施し
た� 尚� 放卵前の採血においては採血後に放卵を確認し�
その前後 +*分は誤差範囲とした� 採取した血液は直ちに
遠心分離して血漿を得た後� コルチコステロン濃度測定時
まで�-*	の冷蔵庫内で保存した� 血漿コルチコステロン
濃度の測定は� Corticosterone Enzyme Immunoassay

Kit �Catalog No. 3**�*31�フナコシ株式株式会社�を用い
て実施した� 尚� 測定内変動係数は� 1.-/�であった�

結果および考察

血漿コルチコステロン濃度は放卵の 0*分前では ,.,2

*.*1 ng�mlを示し� -*分前には -.,-
*.3/ ng�mlと上昇
し� さらに放卵直後には /.,,
+.1- ng�mlと最高値を示し
た� その後 -*分で +.+2
*.,, ng�mlまで急激に減少し�
さらに 0*分後には *..,
*.*+ ng�ml まで減少した �図
+��
以上の結果より� 血漿コルチコステロン濃度の上昇は�
放卵に先立って起こり放卵後速やかに低下することが明ら
かとなった�
卵形成を終了した卵は� 子宮筋の収縮により腟部を経て
体外へと放出される� ニワトリの子宮部の収縮にはプロス
タグランジン �PG�とアルギニン�バソトシン �AVT�な
どのホルモンが関与していると考えられているがその分泌
機構はいまだ明らかにされていない� アヒルにおいて
AVTおよびメソトシンは副腎皮質刺激ホルモン �ACTH�
の分泌を促進すること/�� ハトにおいてAVTはコルチコ
ステロンの分泌を刺激すること0�が報告されている� 従っ
て� 放卵時に血漿コルチコステロン濃度が上昇した原因と
しては� 放卵に伴うさまざまなホルモンの関与が考えられ
るが� ACTHおよびコルチコステロンはストレスにより
分泌されるホルモンであることから� 放卵はニワトリに
とって一過性のストレッサ�として作用するものとみなさ
れる�
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図 + 放卵前後の血漿コルチコステロン濃度
値は平均値�標準誤差
異符号に有意差あり �P�*.*/� Duncanの New Multiple Range Test�

桑山�有村�田中50
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Summary : Blood collection was carried out before and after the last oviposition of the clutch and

plasma corticosterone concentration was measured. The corticosterone concentration rose before

oviposition, the highest value was shown right after the oviposition and decreased rapidly after that.

The results suggest that oviposition become temporary stressor in the hens.
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